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自然通気お 
開放式石油ストーブ 

が曰本工業規格品 


このたびは本品をお買いあげいたださ 
まことにありげとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この「取扱説明書では、保 I 正書と共に 
大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場台は、お 
買上げの販売店にご相談ください。 



♦まをのために必ずお守りください…‘ 

♦使用ずる場所 . 

•各部のなまえ . 

♦使用前の準備 

使用前の準備 . 

燃料 . 

給油のしかた . 

♦使いかた 

点火のしかた . 

炎の調節のしかた . 

消火のしかた . 

でるでるおの使いかた . 

巧震自動消火装置 . 

•点お*手入れ . 

•故障-異常の見巧けかたと処置方法， 

•部品交換のしかた . 

•な管(長期間使用しない場合) . 

♦廃棄ずるとき . 

•仕様 . 

•アフターサービス . 
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安全のために必ずお守りください 


♦お使いになる人や他の人への危害と財産への損書を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧するために、必ずお守りいただく 
ことを説日月しています。 

♦ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死こ、重傷を負ラ危険、また 
は火災のお験び差し迫って生じることび想定される巧容を示していまず。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能性、ま 
たは火災の可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷書を負ラ可能性や物的損 
書の発生が想定される内容を示しています。 


I 


Qd)®® 

この絵表示は、「禁止」さ 
れている内容です。 

0 © 

この絵表示は、必ずして 
いただく 「指示」巧容です。 


AA 


この絵表示は、「注意」し 
ていただく内容です。 


参説明文中の r お願い」事項は、本機を誤りなく正しく 
お使いいただくための内容び記載されています。 


A 危険 （DANGER) 


★ガソリン使用禁止 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でち、义災の原因にな 0 ます。 


1 ^ 


A 警告 (WARNING) 


み換気お要 I 

• 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中養になるおそれびあります。 
•使用中は必ず 1 時間に 1 〜 2 回 （ 1 〜 2 分)換気して、新鮮な空気を補給してくだごい。 

(窓の凍結、地下室など)換気び充分におこなえない場所では、使用しないでください。 


★スプレー吿厳禁 

スプレーたやカセツトこんろ用ボンベなどを、スIブの上や前に放置しないで<ださい。 
熱で生の圧力び上びり、爆発し、盾:暧です。 
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★カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用しないでくださし、。 
ストーブの前に可燃物を置かないでくだごい。 

ストーブの熱気で着乂して、义災の原因にな 0 ます。 


★巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

乾燥するとストーブの熱気でゆれて落下して、乂災の原因にな 0 まず。 


★寝るとさ消火 

寝るとさや外出ずるときは、必ず消火し、火び消えていることを確認してください。 
予想しない事故び発生するおそれびあります。 



♦ 


★給油時消火 

給油は、必ず消火し、スI-ーブの温度び充分に下がってからおこなってください< 
火災の原因になります。 


★油漏れ危険 

•給油□□金は確実に締めて<ださい。 

給油□□金を下にして、油漏れがないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に給油□□金びはずれて、乂災の原因になります。 
•油タンクから油び漏れる状態では絶対に使用しないでください。乂災の原因にな 0 ます。 


★可燃性ガス使用厳禁. 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発生するをの(ガソリン、ベンジン、シンナ ー) 


や、スプレーを使用しないで<ださい。 
乂災や故障の原因になります。 



































A 警告 （ WARNING ) 


★やかんのせ禁止 

やかんなど'をのせないで < ださい。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれびあります。 



A ま意に AUTION ) 


★居室の給油禁止 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい。 

火災のおそれびあります。 

★変質口油禁止 

変質口油(持ち越した; a 油など)、不純灯油(打油 m 外の油■水.ごみび混入した口油など)を使用しないでく 
ださし、。 

異常燃焼や故障（しんが下びらない、点义でをない、火び消えない)の原因になります。 


★燃焼中移動禁止 I A 

火のついたまま持ち運ばないで<ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。また、転倒すると火災になるおそれびあります。 M が/^艮 


0 

禁止 

0 




★移動•運搬ずるとをの注意 

•ストーブを移動ずる場合は、必ず消义し、ス I -ーブの温度び巧分下びってから、油タンクを取り出し、傾 
けないよラに静かに移動してください。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、里池ケースから乾電池を取0はずして、油タンクを 
取り出し、油受けざらの巧油を必ず巧いてください。 

運搬の途中にな油びこぼれて、周面を巧すおそれがあります。_ 

★巽常時使巧禁 正! (■異常、！) 

におい、ずずの発生、がの色など異常燃焼を起こしたときは、使用しないでください。 卿 p | 

緊急の場合でをあわてずに、しんを下げて消乂してください。 ス 
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[> 燃焼筒のガラス割れ使用禁止 




燃焼筒の外筒(ガラス)び欠けたり、割れて破損したままのが態では、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼を起こしたり、すずが発生するおそれがあ0ます。 

★正常燃焼の確認 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめてくだごい。 

しんび上びりずぎた0、燃焼筒がずれていると、異常燃焼やすす、油煙の発生原因にな0ます。 

★高温部接触禁止 1 

燃焼中や消火直後は、高温部、天板(ス I ''ーブの上面)やガードに手などふれないよラ注意して 
<ださい。 

やけどのおそれびあ0まず。 


富電圧注意 、, 

点火装置は、点火時に高電圧び発生します。点火プラグに不用意にさわらないでください。 

感電のおそれびあります。 

掃除、点検■手入れをずるとさは、必ず乾電池を取りはずしてからおこなってください。 


★ふく射熱に長時間あた5ない 

ストープの間近でぶく射熱に長時間あたりつづけると、低温やけどや脱水症状になるおそれび 
あ0ます。 

とくに、幼いお子様やお年寄り、体の不自由な方や病気の方などの暖房には充分に注意してく// 

ださい。 _ — — 台 - 

★ほこりの隨去 

反射板、置台、製品内部のほこりをときどを除去してください。 

前板の下から燃焼用空気を吸込みますので、紙、ビニールなどを入れないよラに注意してください。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や义災の原因にな0ます。 


0 

使用禁 止 

で 



〇 



















受全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


女が震自動消义装置の作動確認 

使用開始時と、使用中は1箇月に1回料上、対震自動消乂装置を作動させて確実に消火ずることを確かめて 
<ださい。 

確実に消火しないときは使用しないで、すぐに修理してください。_ 

★純正部品の使用 

しんなどの部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定された部品)を使用してくださし、。 

純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、巧障や予想しないき故び発生するおそれ 
びあ0ます。 


★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら使用しないでください。 

ストーブは絶巧に改造して使用しないでください。不完全な修理や改造は危険です。異常燃焼やすす、油煙 
の発生原因にな0ます。 


★帥媒、目な 臭フィルター使巧禁止 

巿販の触媒や脱臭フィルターをストーブに取り付けたり、燃 I 焼筒の上にのはた0しないでください。 

異常燃焼や火災の原因になります。 

おモ様やお年寄りのご使用にミ主意 

お子様やお年寄り、体の不自由なちがお使いになる場合は、ストーブの取扱い、部屋の換気、高温部への 
接触によるやけど、低溫やけどや脱水症状などについて周囲の人が充分にミ主意してください。 


★保管時にしていただくこ と 

•長期間使用しなし化き交は保管するときは、必ず灯油を抜いて、蜜池ケースか6乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 

火災のおそれびあります。 

• しんの手入れ(か5焼きクリーニング)は、風びあたる場所ではおこなわないでください。 

乂がのおそれびあります。 _ — _ 

女廃棄するとを 

ストーブを願棄迦分するとをは、必ず油タンク、油受けざら内のな油をおき取り、電池ケースから乾里池を 
取りはずしてください。 （14 ページ参照） 

な油や乾電池が入ったまま廃棄すると1」サイクルの際、予想しない事故び発生するおそれびあります。 


★巧の場所では使用しない 


火災や予想できない事故や故障の原因になります。 


水平でない場所、不安定な場所 _ 

•傾斜した塌所や振動の激しいところでは、使用しないで♦風のあたる場所や屋外では使用しないでく7 
ください。 炎び出て危険です。 

巧震自動消火装置び誤作動することびあります。 掃除機の排気びあたらないよラを意してく7 

• しっか0したじょラぶな床面で使巧してください。 •部屋の出入□など人の通る場所、人びぶ:; 

♦移動車両の中や、不を定な台の上で使用しないで<ださい。 つまず<場所で使用すると、転倒して事古 

転落したり、乂がになるおそれびあ0まず。 起きるおそれびあ0ます。 

C 暖がなどス I ブが画われる場所つ C 不安定な物をのせた棚などので ') 


•暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使いかたをしない•落下物により火災び起きるおそれびありま1 
最 f 慕 Sral - か n ホザ G 直射日光のあたる場所、温度の高い場所 

f 載 - !! . 与病 f t 這扩 ^ •異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

L I ま t-Q で/湿姨をい场户な； ♦油タンクの巧ミ由びあふれ出て火災のおそれプ 

•製譯鱗’ fils ? 變巧質 f 青寸責鶏場など、塵ゃほこりの (_ 巧賺ガスの発をずる獅、またはたま; 

燃焼用空気(酸素)を取入れる箇所が e づまり状態になり、異 • 爆発や火％の原 B にな C まず。 

常燃焼を起こずおそれがあります。 Cl . 美容院、クリーニング店などスブレーや化学襄品3 

c ~ 温室•飼育室など人のいない場所 ) •化学囊品がストーブの熱で変化し、器具の2 

•使用環境の変化で、予測しない事故が発生するおそれが富普クスの妻ミにより金属•鏡-ガラス广ん 
友 G ます。 原因となります。 



が瞬禁止 


0 

使巧禁止 

五 

注意 


f 
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、風のあたる場戸斤、部屋の出入□、屋夕 牛 ) 巧用禁止 

• 風のあたる場所や屋外では使用しないでくださし、。 

炎び出て危険です。 

掃除機の排気びあたらないよラを意してください。 
•部屋の出入□など人の通る場巧、人びぶっかった0 
っまず<場所で使用すると、転倒して事故や火災が 
起きるおそれびあ0ます。 

C 不安定な物をのせた棚などのでつ 

• 落下物により火災び起きるおそれびあります。 
r 直射日光のあたる場所、温度の高い場所つ 
•異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

•油タンクのな油びあふれ出て火災のおそれびあります。 

C 可燃性ガスの発生ずる場所、またはたま る場所 ) 

• 爆発や火がの原因になりまず。 

011美容院、クリ- ニ ング店などスブレ-や化学襄品を使う場 所） 
•化学薬品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食性ガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因となります。 


I ★可 燃物（木霞、含板、 ふずまなど）との距離を離ず 

• ストーブから可燃物との距離は、ち図の指定上の距離を保つよラにしてください C 
♦ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず1 m じ让あけてください。 

•上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

• カーテンなどがストーブにふれないよラにしてください。 

♦家具等からは充分な跑離をとってください。 

(熱で変おや変色、自然発火することびあります。） 



〇 
























使用ずる場所 


女効果的に 使巧ずるために 

•外気に接ずる窓の下や壁面など、を気の入ってくる場所にストーブを置くと、冷気び 
ストーブで暖められて上昇巧流しますので、お部屋のミ屋度のムラびかなくなり、 

効果的な暖房びでさます。 

ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで 
<ださい。 

♦お部屋の空気をヴーキユレータなどで巧流させますと、お部屋の温度のムラがよ0かなくな 
り、効果的に暖房びでさます。（このとさストーブには直接風をあてないでくだごい。） 













































使用前の準備 


スI-ーブを取り出す 


I 包装箱に表示してある惜装の内割をごらんになったうえ 
I で、包装箱か6包装がを巧り除さ、製品を傷付けないよラ 
におり出してください。 

-お願い- 

包装ネオは可燃物ですから、おず取り除いてください。 


ガードのち下すみを少し持ち上げ 
て手前に引を、ガードを開けて< 
だごい。 



燃焼筒を納めている包装巧をおり 
徐さ、燃焼筒を巧り出してくださ 
い。 


?激-ル)/ 


燃焼筒をセットずる^ 

1燃焼筒の外筒(か)の浮き上びりび 
■ ないか調べてください。浮を上び 
りびあると、異常燃焼を起こすお 
それがあ0ます。 

浮を上び0びありましたら、が筒 
(ル)を下に押さえて、をちんとは 
め化んで < ださい。 

2 燃焼筒をしん調節器の上に正しく 
セットしてくだごい。 


燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 
かし、燃焼筒び正しくセットされ 
ているか確かめてください。 


ガードを、をとの位置に閉じて< 
ださい。 


ずさ巧のないこと 



燃料 _ _ 

翁燃料は灯油 ( J 旧1号な油)を必ず使用してください。 

® 変賢な油、不純な油は、絶巧に使用しないでください。 


A 危険 


★ガソリン使用禁止 

ガソリ ンなど揮発性の高い油は、絶がに使用しないでください。 
少里の混入でを、义災の原因になりまず。 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびわかったとさは 
あわてずに、緊急消火ボタンを巧して消火して<ださい。 

• 変質灯油(持ち越した灯油など)、不純巧油(な油政がの油，水- 
ごみび混入した'灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼やお障の原因になります。 

•市販されている助燃剤(添加剤)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こすおそれびあります。 

卷|な油の保管のしかた 



灯油とガソリンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない巧でおこなってください） 


X ガソリン 


•灯■ミ由は必ず火気、雨か、ごみ、高温 v\i 

および直射曰光を避けた場所に保管 う 

してください。 _ 

• 灯油の容器は専用のをれいな容器を ~ - 

使用してください。また灯油容器は 齡 ぉな參 
おず J に認定品で色つをの灯油専用 •叩 qT ； 
容器を使用してください。 く^夕 

• な油容器内の巧油が少ないと温度変 ^ & 

化により結露して水びたまることび I I 11^1。 
あります。 

• ドラム定などで、長期間大量に保管しないでください。 
•お子様の手のとどかない前こ保管してください。 


( _ 変質好油とは : 

• 古い巧油。（ひと夏持ち越した灯油） 

•長期間' 日光の当たる場所や、温度の |\1 

高い場所に保管した丹油。 /~\ vV 

•容器のふたび開けてあったり、孔白色 r 裏扛巧®ミ")使用な让 
の容器で保管した灯油は変質しがずぃ6 
•変質のひどいをのは黄色妹をおびたり、 

すっぱいにおいがします。 QQ ) 

•変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持 へ ( 

ち越さないよラにしてください。 I _ ) 



濡れたままでず。 


良い保管 


すぐに乾いてしまいます< 


悪い保管 



ノ 、 

0 * 

使用禁止 • 


、_ 不純'灯油とは 

♦な油攻列の油(ガソリン、シンナー、天ぷ 
ら油、機械油、重油など)びほんの少しで 
ち混入した灯油。 

♦ 水やごみびミ昆入した巧油。 


0 

使用禁止 


油、ザ、ごみを 
■仕入れないで/ 














乾電池を取り付ける 


•乾電池は別売です。 

• 市販の単二形乾電池 （ 4個)を購 
入の上、本体後側の霞池ケース 
に、@0を正し<合わせて入れ 
て < ださい。 


巧しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用 
しますと、点乂できなかったり、点火しにくくなったり、あ 
漏れや破裂する原因になります。 


快適ヴーモのみかた__ 

• 快適ヴー■モは室内のおおよその温度を 
お知5せする機能です。お好みに応じ 
て义力調節で室溫調節をおこなって< 
ださい。 

(9 ぺージ H 巧の調節のしかた]参照） 
• 適温の範囲は約17〜23でです。 



る つまみの位置の確認 


しん調節つまみを引を抜いて、巧部にあるでるでるつまみの① 
の位置に、固定ピンび入っていることを確認してくだごい。違 
っていましたら①にはめ替えてください。 

(詳しくは10ベージをお読みください。） 


、しん調節つまみ 


でるでるごまみ 


国国 


位置にあること/ ^^^"" 

-お願い- 

裝品の輸送 中にを じた外筒(ガラス)の破損、燃焼筒の変お、 
ねじのゆるみや、はずれなどびないか調べてください。 


変質灯油•不純灯油の見分けかた （コッフにがを入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。） 


がと同じ巧色透明なら正常。 


かしでも色がついていた5使用しな IA 




0 

使用禁止 


• 変賣の油や不純:) a 油の見分けかたはた 
いへん難しいので、メーカーのはっさ 
りしない'灯油は使用しないでください。 


変質な油や不純な油を使用ずると 


• 変質口油や不純巧油を使用しますと、しんに多量の夕 
ールびたまり、しんの先端び固くなったり、点火しに 
くくなったり、しんび上下しにくくなったり、がび大 
さくな5なくなったり、激しいにおいがしたりします。 
また、消火時にしんび下がらず火が消えなくなります。 

•水の湿入した灯油を使用しますと、しんび上下しにく 
くなったり、油タンクに'な油び残っていてちおびかさ 
くな0、 異常燃焼をおこして激しいにおいびした0、 
乂び消えた0します。 

•ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いをのび混入し 
た巧油を使用しまずと、乂災の原因にな0ます。 


万一を質な油や不純な油を使ったときの処置のしかた 


1油タンクや油受けざ6内の悪い巧油をおき取0、良 
I 質の巧油で內部を2〜3回洗浄してから良質の巧ミ由 
に入れ替えて < ださし、。 

(悪し V 丹油び残っていると巧発します。） 

2 しんの手入れり4ぺージ参照)を見て、しんの巧端の 
固くなっている部分を、ラジオペンチなどで軽くつ 
ぶしてか5、か6焼きクリーニングをおこなってく 
ださい。 

(水び多量にミ居入した場合は、しんを取り替えてくだ 
さい。） 

3 しんの手入れをおこなってち効果のないとをや、水 
びを量に混入している場合は、しんを取り替えてく 
ださい。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせください。 


-お願い- 

変質丹ミ由や不純巧油び原因でアフターサービスを依頼されたときは、な詔期間中でを有料修理となります。 








を用前の準備 




給油のしかた 

• このストーブには、，惦油の吕安を示す r 給油ランプ&ブヴ ー( メ□ディー)」がついていまず。 

•燃焼中に巧油び残り少なくなりますと、 r 給油ランプ(赤色) J び点滅し、 r 給油ブヴー(メ□ディー)」 
び鳴って、給油のタイ S ングを巧らせます。 

• r 給油ブヴ ー( メ□ディー)」は約20砂で停止しますび、 r 給油ランプ」は給油されるまで、点滅を続け 
ます。 

• r 給油ランプ&ブヴ ー( メ □ディー)」び作動しましたら下記の手順で給油してくだごい。 




A な音 給油は、必ず义の気のないところでおこなってください。 
1^*ェ忌、 义巧のおそれがあります。 


□金間閉員 
給油□□金 


油タンクを取り出す。 

•油タンクをお0出し、給油 □ 
口金を、左「〇」に回して取 
0はずしてください。 

• 附属品の「□金開閉具」を使用 
しますと、灯油で手を巧さず 
に給油□□金の開閉びでをま 
す。 

•給油□□金を取りはずす前に、 
先端の弁部を押すと、給油 □ 
□金び開けやすくなります。 

油量計を見なが6給油 
ずる。 

• 巿販の給油ポンプの先端をジ 
ャバラの手前まで差し込んで、 
油星計を見ながら給油して< 
だごい。（ホースび抜けないよ 
ラにミ主意しなび6給油して< 
ださい。） 

• なミ由は、油量計のほぼ上部(ち 
図の > 給油位宙)まで給ミ由し 
てくださてて™ 

入れ過ぎますと、あふ打出る 
ことびあ0ますので充分ミち意 
してくだごい。 


-お願い- 

油タンクの中にあるにぼれま柱」の弁 
び、給油口の近<まで上びっていると , 

きは、片を下へ押し下げてください。 f (. 
油タンクの中にある r こぼれまお J は、んリ 
給油□口金びはずれたとさに、油漏れ\% 
を防ぐ装置ですので、取りはずさない\ 
で < ださい。 


給油ロロ金をち「〇」に 
回して、しっかり締める。給由ロロを 



こぼれまお 

、弁7 





A 警告 


撤由ロロ金は確実に締めて 
ください。給油□□金を下 
にして、油漏れびないこと 
を確かめてください。 

給油口□金を斜めに締めた 
りずると、簡単に給油 □□ 
金びはずれて、义災の原因 
になりまず。 


〇 


• 附属品の「□金開閉具」を使用 
すると、灯油で手を巧ずに締 
めることびでさます。 

•油タンクか6油び漏むる状態 
で使用しないで < ださい。 

义災のおそれびあります。 

•同時に多数の油タンクに給油 
する場合は、類似している給 

油口□金びあ0ますので、間 川…… II I # 

違そないようにしてくだごい。 【本辑用の 猫 由口 □を） 

油びでなくなったり、故隋の 
原因になります。 イ i 

• な油容器のふたも、しっかり oeiS 

締めておいてください。 

I こぼれたな油はよくふ 

• こぼれた巧油は必ずを: n いに ^ 

ふさ取ってください。盾険で 
すし、燃焼中に臭気を発生す 
る原因にをなります。 

5油タンクをセットずる。 tjj 

• 附属品の r □金開閉具」を使巧 
した場合は、「□金開閉具」を 1 /[ ^Pi 

取0はずしてくだごい。 \ 

•油タンクを、本体に正しく、 、ゴし 

ゆっくりとセットしてくださ- 号 

し、。 = 1 

-お願い- - 

才ート給油ボンプ(自動停止装置付)を使巧ずる場台 

• 巿版の才ート給油ポンプ(自動停止装置付)のなかには、 
「こぼれまを」と干渉して、次のよラな不具合状態にな 
り、正しく給油でをないちのびあります。 

〔不具合）1スイッチをいれると、すぐに停止してし 
まラ。 

(処置）•油タンクに差し込むホースのセ 
ンヴー部の位置(方向)を変える。 

(処置）•ポンプの乾電池の消耗度を確か 
める。消拜していれば交換する。 

2自動停止しない。灯油びあふれてしまラ。 

(処置）•ポンプの取扱説明書にしたびっ 
て、固定具の位置を調節する。 

•上記の処置をしても正しく給油できない場合は、直ち 
に給油を中止し、他の給油ポンプ(手動式ポンプなど） 

を使用して、正しく給ミ由してください。 


7 








使いかた 


点乂前の確認 . 


しん調節っまみを r 点火 J 
の方向へゆっくり回ず。 

• しん調節っまみの目印を r 点义 J 1 ^/-—N 
のち向（（つ）にゆっくり完全に 
止まるまで回してください。 

(しんび上びり点火します。） 、-マ ^ W 

•点火操作の途中で「ピィ~」と言_ 

ラ放單音びしますび、しん調節 
っまみはそのまま止まるまで回 
して < ださし、。 

义が着いたことを確認ずる。 

•乂び着いたことを確認したら、手をしん調節っまみか 
5ゆっく 0はなしてください。 

•火び着いた後もしん調節っまみを回しをったままです 
と、乾電池の消耗び早くなります。またカーボンび付 
着して、点义しにくくなる原因になります。 

点火しにくい場台は 

■点火プラグ付近から白煙び出て - 
点火しにくい場合は、しん調節…" 〇 -■ 

っまみを少し戻してから、再びなす 
「点火」のち巧に、ゆっくり止ま ク《 

るまで回ずと点火しやずくなり を 

よ9。 — ■ こ 一 '— _ 

• にページの「しんの修正」の項を 
参照してください。（ゆっく 0と操作することびコツで 
す。） 

• しんにタールやカーボンび巧着したり、点火プラグが 
巧れてくると、点乂しにくくなります。一しんの手入 
れ、点乂ブラグの掃除をおこなってください。 

(11• 12 • 14ぺージ参照） 

• 乾電池の電圧び不充分で点火しにくい場合は、新しい 
乾電池〔単二形乾電池4個〕をご購入の5え交換してご 
使用ください。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

点火操作後、燃焼筒っまみををち 

に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 

くしん調節器にセットされてし、る 

か、しんの上にのっていないかを 

おず確かめて < ださい。 な^ ^Lm ~ 

燃焼中に燃焼筒っまみをさわる時^ «« 

は、ガードが高温になっています ' 

ので、指や手びガードにふれない 
よラを意してください。 


しん調節つまみを「燃焼」 
のち向へゆっくり回ず。 

しん調節つまみの目印を r 燃焼」の 
方向(〇)に、ゆっくり完全に止 
まるまで回してくださし、 


マッチや市販の点乂用ラ 
イターで点乂ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒つまみ 
をち石、左に動かしてから、持ち 
上げ、マッチや市販の点火巧ラ 
イターなどを使ってしんに乂を 
着けて < ださい。 

♦たばこ用のライターで点火しな 
いでくださし、。 

•マッチで点义した場合は、マッ 
チの燃えかすをしん付近や器具 
内に落としたり、置台の上に置 
かないでくだをい。 

事故や火災の原因になりまず。 

燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火び着いたことを確認したら、 
燃焼筒つまみを左ちに2〜3回 
動かし、燃焼筒び正し< しん調 
節器にセットされているか、し 
んの上にのっていないかを必ず 
確かめて < ださし、。 

ガードを閉じて < ださい。 

•マッチや点乂用ライターで点义 
したとさは、火が着いたことを 
蹈認したら、しん調節つまみを 
少しだけ（点火した火び消えな 
い程度に）消火のち向に回して 
みて、引っかかりびなくスムー 
スにしんび下げられることを確 
認してから、ちラー度しんを上 
げて使用して < ださい。 

しん調節つまみび スムースに 回 
5ないとさは、燃焼筒を持ち上 
げて、しんを完全に下げてから、 
点火操作を始めからやり直して 
<ださし)。 


点火操作をする前には、必ず燃お筒び正しくしん調節器にセ •しん調節つまみを、 r 燃焼」の方向（〇 

ットされているかどラか、燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動 るまで回しますと、巧震自動消火装置た 

かして、スムースに動くことを確認してください。 れます。 

•この操作をおこないますと、点火するこ 

点乂のしかた 

♦初めてお使いになるとをは、点火後、器具に付着しているほこりや油び 
焼けるにおいびしますび、しばらくお使いいただければにおいはなくな 
ります。 ’ 

•点火後しばらくの間は、がびを定せず、「ボッ、ボッ、ボッ」と燃焼音び 
します び、異常ではありません。しばらくすると炎が安定し、音びしな 
くな0ます。 


-お願し、- 

使い始めや、しんの交換後、 
ら巧をクリーニング）をし；; 
約15分上巧って、しんにす 
上げられてか6点义してく K 
し、上げ5れていないが態で片 
んを傷めまず。 


♦ストーフの上方や周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してくだごい。巧お 
おそれびお D ます。 

* ストーブび水平でち定した場所に設置してあることを確認してくださし、。 



使いかた 











まいかた 


炎の調節のしかた 


炎の調節 
炎のげ態 


‘炎の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

I しん調節つまみを回して《を調節するときは、 巧就 のイラストをよく見て、おず正常燃焼の範囲で 
使用してください。 


最大正常燃焼のとをのがの長さは、巧が板から1〜 2 cm です。 


勇 常 


正 常 


正 常 


異 常 



1〜2師 



しんの上げずざ 
(がげ大をぐ伸びている） 

すすや一酸化炭素び 
をく発生する 


最大正常燃焼 

炎び内巧板から 
1〜 2 cm 出る状態 


最小正常燃焼 

赤熱部全体び赤熱して 
炎び少し出ている状態 



しんの下げすぞ 
(赤熱部が巧分に赤熱しなし、） 

においや一酸化炭素び 
をく発生する 



@がの大きさは上図のように、正常燃焼の酷囲でご使用ください。 

•点义後日分ほどで、燃焼筒の下部びホ熱し(ホ<なる)、炎び上びってをます。 

10分ほどで、がは全周ほぼ揃いますので、しん調節つまみを回して炎を正常燃焼の節囲に調節してくだ 
ごい。 

•炎は全周均一には揃いません。上図^のイラストのよラに4つに割れます。前後左ちに伸び 
た炎の長さは、それぞれ異な0ますび、その比率び1巧 2. 5 <5いでを正常です。 


义力を弱くずる場合のま意 


•义力を弱くした場合でを、燃焼筒の下部の赤熱部び、充分にホ熱している状態で使巧してください。 

•あまり火力を器くすると、においや一酸化炭素げをく発をし、しんに夕ールび付雇します。 

しんの高さ 調 節（でる でるお）について 

がの大きさは、使用時間の経過につれて、燃焼固の酸化、耐熱しんの舆化によってかごくなってくることびあります。 

しん調節 つまみ を回してしんをいっぱいに上|ブてを、燃焼筒やしんの劣化などで《び大きくな6ないときは、10ぺージの厂をる 
でを置ををいかた]の項を参照して、しんの高さの調節をして<ださい。 〜 

•変質打油や不純口油を使巧してしまい、しんに夕ールび巧着したり、氷を含んでしまったときは、おび大きくならないととも 
に、しんの上下操作び重<なります。このよラなとさは、14ページ「しんの手-入れをずる I の頂をを照してしんの丰 A わ巧して 
<ださし)。 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイセーブ消乂位置」まで、ゆっくりと同ず。 

しん調節つまみの目な]を「消火」のち向（〇)へ r ニオイセーブ消乂位置」までゆっくり止まるまで回し_^ 

てください。 =|| 

(速く回すとにおいが出やすくなります。） ぉ tp ..’ 

消义を確認ずる。 

• においをかなくするため、3〜5分程燃焼(炎び一部巧る）して消火します。 ===-_ 

•しん調節つまみの目印び r ニオイセーブ消火位置)にあり、火び消えたことを必ず確認してください。- 


緊急の消乂の場合 


摩)緊急消火ポタンを}甲す。 

急速に消火させるため、においやすすび発生することびあります。 

しん調節つまみの目印び r 緊急消义位置」にあり、乂び消えたことをおず確認してください。 

•緊急消义ボタンを巧してち、しんが下び S ず、消乂できない場台は、しん調節つまみを囘して、しんを 
下げてください。 

それでもしんび下がらない場をは、ミ由タンクを取り出し、乂が消えるまで燃やしきってください。 












• 時間にを浴がない場合は、ガードを開さ、燃焼筒の上にコップー杯 (200 m 《程度)の水をかけて消火し 
てください。 



氷をかけるとか蒸気び出たり、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないように、手 
袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてか5おこなってくださレ。また、あとで油受けざら内の水 
を入〇た灯油を振を、_しん交換び必要です。 

•しんが下が6ない原因は、しんにタールがたまつていたり、水を含んでいることびありまずので、しん 
の手入れ (14 ページ参照)をおこなラか、新しいしんに交換してぐださい。 



消乂後再点乂ずるときのま意 


消乂後、約5分間は再点火しないでください。燃焼筒び冷えないラちにしんを上げると、生ガスび発生し、激しい臭気びでたり、 
点火しないことびあります。 


でるでるおの使いかた 


しん調節つまみを回してしんをいっぱいに上げてを、燃焼窗やしんの劣化などで炎び大をくならないとさは、でるでるつまみを 
操作して、しんの高さの調節びでをます。 

-お願い- 


•購入して初めてお使いになるとさや、新しいしんに交換したとをなど炎び充分に出ているとさに、でるでるつまみを②や 
③にはめ替えるとおび大きくなりすざ、すすび発生することびあります。炎が大きくならない時 L ソがは、でるでるつまみ 
を①で使用してください。 

•不良な油や変質'な油を使用して、しんに水や夕ールび付着したときは効果びない場合びあります。その場合は M ベージ CU 
んの手入れをずる I の項を参照してしんの手入れをしてください。それでも良くならない場合は、しんを交換してください。 


緊急消乂ポタンを押す。 

緊急消义ボタンを押してしんを完全に下げた状態でないと、でるでるつま 
みをはめ替えることびでさません。 



しん調節つまみ引き巧く。 

でるでるつまみを引っ張り、でるでるつまみの②又は⑤がの巧のいずれかを、固定ピンの凸部にはめ 
替える。 

①か5②の巧へ、③から③の巧へはめ替えることにより、しんの高さはそれぞれ約 2 mm 高くなり、炎 
が大を<なります。 

逆に、《をルさくする場合には、⑤を③に、⑤を①にはめ替えます。 


51ミ3 


でるでるつまみの位置 

① 


③ 

しんの高さ 

約8麵 

1 約10 mm 1 

巧12 mm 


しん調節つまみを取り付ける。 

でるでるつまみを①から③または③にはめ替えますと、点火の際しん調節つまみを回したときに、し 
ん調節つまみの目な!の止まる位置び、前板に書いてある r でるでるな」の②または③の位置にかわ0ま 
す。 




巧震自動消乂装置 


パ4露自動消义装置は、ストーブ本体が地震(震度約5 W 上)や強い振動、衝擊を受けたとき、火災などの危険を防ぐために自動 
的に消火させるを全装置でず。 

•地震によって作動した場合は、周囲の可燃物びたおれていないか、機器の損傷はないか、ミ由びこぼれていないかなど異常びな 
いことを確認した後、再点义してください。 


巧震自動消乂装置の取巧い上のま意 


• 通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火して < ださい。消火の都度に巧震自動消火装置を作動させますと、臭気び発生します。 
•ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消火ボタンを押して対震自 
動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

•ストーブを長い間使用しないときは、巧震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げた状態にしておいてください。セット 
したまま放置しますと、対震自動消乂装置の寿命に悪影馨をあたえます。 

•ふをこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを(保温)に、ストーブを絶対に使用しないで<ださい。 

•しんにタールび付着して固くなっていたり、水を含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧震自動消火装置び作動してを 
消火性能び菁しく悪くなり、义災の原因になります。 












点検•手入れ 


点検•手入れのしかた 


点検•手入れをおこなうときは 


•ストーブを消乂し、本体の温度び巧分に下がってか5おこなってくださし、。 
•手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってください。 

•対霖自動消乂装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使ラたびに 



点検内容 


•ストーブの周ほに可燃物や障害物びありませんか。 
[火災の原因にな0ます] 


•油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこぼれた 
0、たまったり、にじんでレませんか。 

[火災の原因にな0ます] 


処置方法 


•常に整理.掃除をし可燃物をストーブの周囲に置か 
ないでください。 


•こぼれたり、たまったり、にじんだ 
油はをれいにふさ取って < ださし、。 
•油タンクの給油ロロ金の、弁部など 
にはさまっているごみなどを、おり 
除いて < ださい。 



•ミ由漏れはありませんか。 

[火災の原因にな0まず] 

•油び漏れている堤含は、ずぐに使用をやゆ、お胃い 
求めの販売店に修理化頼をしてください。 

•巧けたり、割れたりしていませんか。 

[異常燃焼の原因になります] 

•お買い求めの販売店に相談して、新しい列筒（ガラ 
ス）に交換してくだごい。 


1箇月に1回上 


点検菌巧 


ほこ0 

麵顏脚旣 
(しんミ巧茵下部) 


対惩自動 
消火装置 


点巧內容 


•反射板や置台にほこりびたまっていませんか。 

前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこんでいま 
だんか。 

[異常燃巧や火災の原因にな D ます] 


•しん調節つまみを回してしんを上げてから、置台をゆ 
すると、対疫自動消义装置が作動し、そのとさしんび 
下びり、しん調節つまみの目印び「緊急消火位置 J に戻 
0ますか。 

[構実に消火することを確認] 


処■方法 


•13、14ぺージの niiTsiM 

liWuHn か 〜 s 

項を参照して本イ未をおりはず 

し、屋台と油受けどらの隙間 J 

(特にしん案内筒の下部)のほ— 

こり、ごみなどを取りのぞい _ 

てください。輩気掃除機で吸し んま 內茵の下\ 

し、取るのを効果的です。 


• しん調節つまみの目印び r 緊急消乂位置」に戻らない 
場合は、しん、感森部の項の点検をしてください。 

• 販売店に修理依頼をしてください。 


2箇月に1回 ly 上 


点お窗巧 


乾普池 


燃焼筒 



_ 点お内容 


»点乂フラグのスパーク音は、「ビイー J と喝〇ますか。 
[乾電池の疆圧(消辞)点検] _ 

■燃焼筒の細ひい巧に燃えかすや、すすび付着していま 
せんか。 

[異常燃焼の原因になります] 


•しんの先端に夕ールが付着して、固くなっていません 
か。 


★しんにタールび付着していると、巧のような不具合 
び発生します。 


•消火操作をしてち、しんび下がらず、消火しない。 
•しん上下の操作び重<、スムースにでさない。 

•点火操作をしてち、点火しない。 

•縣焼筒びホ熱しなかったり、燃焼中ににおいびする。 


― 姐■方法 


•音びかすれる場合は電圧び下びっています。 
新しい乾電池に交換してください。 


♦ブラシなどを使って、燃えかすや、ずすを取り除さ、 
をれいに掃除してください。 

■夕ールが付着している場合は、14ぺージ「レん-の手¬ 
入 れをずる 1に従って、しんの手入れをおこなって 

f くに。ぃ。 -ぉ願い-^ 

• しんの手入れは、風のあたる場所ではおこなわな 
いで < ださい。 

•しんの手入れ中はにおいびしますので、部屋の換 
気をしてくださし、。 

• しんの手入れをおこなってち効果のない場合は、 
新しいしんに交}契して < ださし、。 


感霞部 


•感震部にごみの付着や鐘はあ0 
ませんか。 

例震自動消火装置び正しく作動 
しません〕 



• ごみやほこりは、やわ6かいなでをれいにふを取つ 
てくださし、。 

•鐘び多量に発生している場合は、お買い求めの販売 
店に修理を化頼して < ださい。 



»点火プラグび、力ーボンゃ夕ールで巧れていませんか。•点火プラグが巧れているときは、にぺージに従って 
»点火プラグびしんにくい么んでいませんか。 点火プラグの掃除をしてください。 

[点火不良の原因になります] •点火プラグびしんにくい这んでいるときは、12ペー 

ジの[しんのをしてくだごい。 
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筒 


• この表切夕!•の不具合びあるときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


製品内部に、ほこり、ごみびたまって 
いる。 


製品内部を掃除する。 
(11 ベージ参照） 


しんの修正をする。 

点火プラグを掃除する。 （12 ページ参照) 


点火プラグびしんにくし化んでいる。 
点火プラグび巧れている。 


点义プラグの電極び正常でない。 


点火フラグび破摸していないか確かめる。（破 
損してし、る場合は販売店に連絡する） 


ショートしないよラになおす。 
不明のとさは販売店に連絡する。 


点火装置びショート短絡している。 


コードびはずれているとさは正し < 差し込む。 
その他は販売店に連絡する。 


正し < 入れていない。 _ 

点火装置の〕ードびはずれている。 


正し < 入れ直す。 


乾電池び消耗している。 


給油□□金び間違っている。 


灯油びかやごみを含んでいる。 


正常な巧油に交換する。 


しんにタールびつく原因となるので、正常な 
灯油に交換する。 


:な油が変質している。 

(巧れた油やポ U 容器で1年間持ち越 
した油など） 


が筒（ガラス）を交換する。 


が筒（ガラス）にひびや割れびある。 


しん調節器と燃焼筒との間にすを間 
び友る。 


点义してから、必ず燃焼筒つまみを持って左 
ちに2〜3回動かす。 

しん調節器の上面にタールびついていない 
か、又は燃焼筒下部に不揃いびないか調べる。 


燃焼简びしんの上にのっている。 


しんの手入れをする。または、巧しいしんと 
交換する。 

油受けざら、油タンク内の灯油を正常なな 
油に交換する。 


しんにタールびついている。 


しんに水を含んでいる。又は油受け 
ざら内に水び入っている。 


しん調節器からしんをはずしてよく乾燥し 
てから、しん調節器に取り付ける。油受けざ 
ら内の水を抜く。 


しんの高さを調節する。 
新しいしんと交換する。 


しんの出過ぎ。 


しんを下げて、炎を調節する。 


故障 • 異常の見分け方と姆置方法一修理を依頼される前に- 


___ 定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回) __ 

•長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買上げ店、または、修理資格者 
[(財）曰本石ミ由燃焼機器保守橘会 ( TEL .03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)など] 
のいる店などに点検依頼されることをおすすめします 


•ガードをお0はずし、‘燃焼筒を取口出してから、マイナスドライバーなどで、点 
火プラグの電極や碍子部分に付着した巧れを取り除いてください。 

•掃除が終りました6、元どおりにしん調節器に燃焼筒をのせ、ガードを取り巧け、 
乾電池を取り付けて正常に点乂するかどラか確認してください。 

•点火しにくかったり、点火しない場合は、 I しんの修正 I をするか、もラー度き 
れいに掃除し直して < ださい。 

又、しんの手入れ(か5焼きクリーニング)をおこなラと、点火プラグに付着した 
巧れび取れやすくなります。 （14 ページこしんの手入れをずる I 参照） 


ミれび取れやすくなります。(14ぺ~ジ r しんの手入れをずる I 参照) 

-。ルの修止- 

’燃焼筒を取り出し、しんを上げて点义ブラグ近くのしんの側面を内測に、割り善などで軽く ： T - 
押さえるよラに撫でて、しんを整える。 ~ 

I 一度しんを下げてから燃焼筒をのせ、’点火してくだごい。 



づ:の部分を掃除する i 


しんに接度している 
ち:しんからおれている 




しんと点义フラグの間をみし歸す 


火の回〇び遅い 


しんび下び5ない 


消火しない. 


赤火や、すずび出て燃える 


乾里池の消耗び激しい 


しん上下の操作び重い 


お手入れ•保管 









































部品交換のしかた 


I 替えしん、が筒(ガラス）、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
I 部品び販売店にない場合は、別紙の相談窓口"^までお問い合わせくだごし、 


いんな しんなどのを換部品は、必ずトヨストーブ純正部品(指定部品）を使巧してください。 

心主思 g 旨 胃^ スト— 細能を損なう ばかりでなく、故障 や予想しな曜が 発 W 


、部品交換のときのミ主意 


>ご自がで部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどや感電、けがなどしないよう注意しておこなっ r ください。 

① 手をやけどしないよラに、ストーブは消火し、温度び充分下びるまで待って<ださし、。 

② 感電しないよラに、乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

⑤手をけびしないよラに、手袋をはめてください。 

•不亮全な修理はを検でず。お買い上げの販売店か、(な)曰本石ミ由燃焼機器保守協会でおこなう巧術管理講習会修了者(石油機器 
技術管理±)などのいる販売店で修理依頼されることをおずずめします 


しんの交換のしかた 


トヨストーブ純正適をしん_ 

トヨ耐熱しん第20種 r 商品コード:110139巧" 


しんの交換方法-ま意内容は、耐熱し 
んに添付されている取扱説明書をお読 
み < ださい。 


啤 

W 


J に適合検査合格品はこの 
マークび貼つてあります。 
マークの色彩は、白地に赤 
インクで表示されています。 


外筒（大）の交換のしかた 


が筒(大)が割れたり、运りゃミちれびふき取れない場合は、巧換してください。 

列筒(大)はガラス製でずから、けびをしないように、取り扱いにま意してくだごい。 

I ガードを開いて、燃焼筒を取り出します。 


2 外筒キヤップの内側のつめを、マイナスドライバーなどでおこし、が筒キ 

+7い/づち而り/十ホ f .アわ、二 ±1、がな/-*-、た円口^*\1斗ホ，±サ 


わップを取りはずしてか6、古し例筒(大)をおりはずします。 
新しいか筒(大)を、ゆつ<0とはめ込みます。 


が巧キヤッフ 


A 2項ではずしたが筒キャッフを燃焼筒ガードにかぶせ、か筒キャップのつ 
4めを3箇所ゴつ押さえ固定します。 

燃焼筒の交換のしかた ~~ 



つめ 



燃焼筒 商品コード:11122106 


‘燃焼筒の内炎筒•が炎筒などび変形した場合や、か筒（ガラス）び割れたりした場合は、お 
買上げの販売店、または、別紙のしお客_敬目談香取軒までお問い合わせください。 


点乂プラグの交換のしかた_ 

•点义プラグを交換ずるとをは、お買上げの販売店または、別紙の客;種画穀養己^農]までお問い合わだください。 

乾電池の交換のしかた 


I 6ぺージ 里地を巧り巧巧 る I を参おして、おず4個とも市版の新しい乾畢池弾二お乾題删に交換してくださし、。 

1纖搜難詔禮す表淑織用推契期限巧は' 電池旨执び残つてし、れば他の製品に使用できまずので' 剛巧 


保管（長期間使用しない場合) 













q 緊急消火ボタンを巧して、消火装置を作動させてから、 
' J ガードを開いて、燃焼筒を取り出して<ださい。 



油受けざ5內のな油を巧を取る。 

油受けを取り出してか!3、ミ由受け レ, 

ざ6巧の巧油を市販の給油ポンプ m 

(手動式)で抜をおってください。 禪ろ^ 

•油タンク、油受けざらにがやご。リ^ 

みび残ったまま保管すると、錯を// \\ 

や巧あさの原因にな0ます。さ 
れいな《了油ですすぎ洗いをして 
ください。残った口油は、巧切音 
れなどでのい取って < ださい。 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調 
節器の上に正しくのせて < ださい。 

口油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。 

しんの手入れをずる。（か6焼きクリーニング） 
-お願い- N 

’しんの手入れは、風びあたる場巧ではおこなわないで 
<ださい。 

’しんの手入れ中はにおいびしまずので、部屋の換気を 
おこなって < ださい。 


13収納ずる。 一 邸班 

I W ① 口金開閉具は紛失しないように、 

本体背面の油タンク側上部にあ w ^ r \ ^ 

る け」 形巧に引っ掛けて保管し 《し j ) \ 

てください。 

□金開閉具についた巧油は、よ / 

くふき取ってください。 

③包装箱に入れて、湿気の少なし^前こ保管してくださ 
し、。「取扱説明ま J や r 保証書」をちれずに大切に保管し 
てくださし、。 

( -お願い- N 

•高温を湿、直射日光の当たる場所には、保管しないで 
<ださい。 

鏡び出た0、樹脂部品び変おずる原因になりまず。 

•油タンクは巧ミ由を巧き、本体にセットして保管してく 
ださい。 

N- . . J 

•灯油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない(使 
いさる）よラにしてください。 

•取りはずした乾電池は、表示してある使用推奨朗限内は電 
池能力びのこつていれば他の製品に使用でをますので、再 
利用されることをおすすめします。 


「しん調節つまみ」を引さ巧いて諸潭 

ください。 -一一*がち^^な》 


しん調節 
りまみ 


5 本体の両側面と背面にある止めねじ （3 本)を、左にねじ 
つて取りはずしてください。本体を前方に傾けなびら、 
ゆっくりと上方に持ち上げて取りはずして<ださい。 



10電池ヶースか5乾電池を取りはずず。 

/-お願い-^ 

•乾電池を取りつけたまま保管ずると、液漏れしてスト 
ーブを腐食させることがあります。 

V _ _ _ J 

11巧震自動消乂装置を作動させる。 

II 巧巧自動消火装置を作動ごせ、しんを下げた状態にして 
ください。 

12点検、掃陈をする。 

■一 ①り、にべージの I 点検•手入れの しかた I の項目にし 
たびって、点檢手入れ、掃除をしてくだごい。 

⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるを 
のは新しいちのに交換して < ださい。 

③ストーフの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた 
布で水気を取り除いてくださし、。 



ロロ 


安 


厚さ 


口金開閉具 （1 個) 


巧震自動消义装置 （ しん降下式) 


200 % 


吸上量 


約 12.8 時間 


燃焼継続時 


2.5 mm 


4.0 L 


呼び 

寸法 


巧経 


トヨ耐 熱しん第20 
85 mm 


0,313 L/h 
3.22 kW 


最大燃料消費量 


普通筒しん 


巧油 US 1 号) 


約 ID.Skg 


電池点义〔単二形乾電池4個 • 別売〕 


284 mm 


612 mm 


自然通気形開放式石油ストーフ 
しん式•放射形 


463 mm 


がお夕法 
(置台を含む) 


RC - D 32 ET 


仕様 


13〜14ぺージの rr 呆管(長期間使巧しない場合の の1〜6頂を参照して、油タンク、油受けざら内の阿油を抜さおり、電池ケースか 
ら乾電池をおりはずして廃棄してくだごい。 


廃棄ずるとを 
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お手入れ♦保管 


































アフター ヴー ビス 


保証について 

•添巧しておりまずな詔書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載の容をご確認のうえ大 
切に保管してください。 

★巧 iE 期間は、お買上ばの曰より1年間です。 

( -お願い- 

つざのよラな原因による故障および事故につさましては、保詔の巧象となりませんのでごを意ください。 

(1) 変質の■油や不紳巧油など、また巧油む外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品し U がのものを使用したり、しんに夕ールび付着した0、水をのったり、乾電池の電圧不足による故障。 

(4) 消耗品(乾電池、しん)の故障。 

(日）この取扱説巧書や、ミ主意書、ラベル類による指示、危険.客告.注意.お願い事項び守られず、誤った使いちをされた 
場合の故障や事故。 

♦その他詳細の保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。 


修理を依頼ずるとき 


• r 故障-異常の見分け方と処置方法 _) 02ベージ)に従って、お調べください。 

直らないときは、ご使用を中止し、おずお買上げの販売店にご連絡ください。 

• ご連絡いただをたい内容は次の通0です。 

①品名…石油ストープ(自然通気形開放式石油ストーブ） 

③ 型式の呼び… RC - D 32 ET 

⑤ お買上げ年月日 

④ 故隋の状況(でさるだけ具体のに） - 

⑥ おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に際しましては、保班養をご提示くだごい。な班書の規定に従って、販売店び修理ごだていただきます。 
•保班期間び過ざていてを、修理すれば使用できる場合には、ご活望により有料で修理させていただきます。 
•修理料金は、巧術料，部品代.出お料などで構成されています。 



修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場封ま、雲池ケースか6乾空池を取りはずして、 
ミ由タンクを巧を、油受けざ5のなミ由を'ぶず巧いてください。 

運搬の途中に灼曲がこぼれ、周囲を巧ずおそれびありまず。 




補修巧性能部品について 


石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
補修用性能部品とは、製晶の機能を維持するために必要な部品です。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてねからない場合は、お買上げの販売店、または、をよりの摄ネ宜穀―惡日二黃](別紙参照)までお 
問い合わせください。 — 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 RC-D32ET 


お買上げ年月日 


お買上げ店名 


(電話番号 ）（ 


株式会社 

名古屋市瑞穂区桃園町曰番 1 7号 
干467—08己已 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


ミミミミミ 巧巧を巧トヨトミは快酉巧境の一巧としてこの巧巧説巧»は泻ま热ち使用していまず。 


S *, <ルプだな£100%巧ま6そ巧用 




